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金
春
禪
竹
の
能
樂
論
に
見
る
禪
の
影
響
　
　
　
　
　
　
六
輪
一
露
説
を
中
心
に
上
伊　
吹
敦
は
じ
め
に
　
輝
は
文
學
や
造
形
藝
術
、
茶
道
、
武
道
な
ど
、
日
本
の
傳
統
文
化
に
廣
汎
な
影
響
を
與
え
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
一
つ
が
能
樂
論
へ
の
影
響
で
あ
る
。
世
阿
彌
（
；
、
六
二
．
？
‘
一
四
ゴ
．
？
）
と
輝
の
關
係
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
謡
曲
や
能
樂
論
に
縄
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
能
樂
論
の
構
造
に
も
縄
思
想
が
深
く
關
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
更
に
は
、
そ
う
し
た
輝
の
影
響
が
特
に
晩
年
に
お
い
て
顯
著
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
竹
窓
智
巌
（
曹
洞
宗
、
？
⊥
四
．
三
）
や
岐
陽
方
秀
（
臨
濟
宗
、
一
．
、
一
六
，
．
一
ー
一
四
一
．
四
）
と
い
っ
た
當
時
の
代
表
的
な
輝
僧
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ　
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
次
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ニ
と
こ
ろ
が
、
世
阿
彌
の
娘
婿
で
實
質
的
な
後
緒
者
で
あ
っ
た
金
春
輝
竹
二
四
〇
五
ー
一
四
七
r
頃
）
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
義
氏
の
劃
期
的
な
論
考
、
『
金
春
陣
竹
の
研
究
」
（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
七
⊂
年
）
が
出
て
以
降
、
む
し
ろ
輝
の
影
響
を
極
め
て
限
定
的
、
と
い
う
よ
り
も
否
定
的
に
考
え
る
の
が
國
文
學
界
に
お
い
て
は
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
輝
竹
の
世
阿
彌
へ
の
師
事
が
世
阿
彌
の
晩
年
に
始
ま
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
極
め
て
不
自
然
な
も
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
最
近
、
輝
竹
と
欄
と
の
關
係
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
な
お
、
大
き
な
潮
流
を
形
成
す
る
に
は
至
っ
て
い
一35一
な
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
　
こ
の
小
論
は
、
岬
竹
の
能
樂
論
を
代
表
す
る
六
輪
一
露
説
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
成
立
の
當
初
に
お
い
て
は
、
輝
思
想
と
極
め
て
密
接
な
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
認
識
に
封
し
て
一
石
を
投
ず
る
と
も
に
、
そ
の
後
、
六
輪
一
露
説
が
辿
っ
た
愛
化
の
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
中
國
備
宗
史
を
研
究
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
今
回
の
よ
う
な
テ
ー
マ
は
ほ
と
ん
ど
未
知
の
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
料
の
扱
い
方
や
解
繹
な
ど
に
關
し
て
重
大
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
倶
を
拭
い
き
れ
な
い
で
い
る
。
諸
賢
の
叱
正
を
請
う
所
以
で
あ
る
．
、
一
、
六
輪
一
露
説
の
原
初
形
態
36
a
．
輝
竹
に
お
け
る
六
輪
一
露
説
の
位
置
　
金
春
輝
竹
の
能
樂
論
は
多
敷
傳
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
彼
の
思
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
が
六
輪
一
露
説
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
こ
れ
は
能
樂
に
つ
い
て
の
輝
竹
の
考
え
方
を
、
「
六
輪
」
（
「
壽
輪
」
「
竪
輪
一
「
住
輪
」
「
像
輪
」
「
破
輪
」
「
空
輪
」
の
六
つ
）
と
「
＝
路
」
（
一
振
り
の
剣
）
と
い
う
七
つ
の
圖
と
、
そ
れ
を
説
明
す
る
文
章
に
よ
っ
て
酷
系
的
に
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
構
想
は
非
常
に
早
い
時
期
に
成
熟
し
て
い
た
ら
し
く
、
文
安
．
兀
年
（
一
四
四
）
に
は
既
に
そ
の
「
原
案
」
（
「
，
圓
一
と
「
私
詞
」
）
を
普
一
國
師
志
玉
（
一
二
八
三
ー
一
四
六
．
一
）
に
呈
し
て
、
佛
教
思
想
に
基
づ
く
注
を
附
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
當
初
は
、
こ
の
形
態
で
「
雁
の
完
成
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
天
理
圓
書
館
吉
田
文
庫
藏
本
や
西
教
寺
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
の
よ
う
に
、
「
原
案
」
と
志
玉
注
の
み
か
ら
成
る
篶
本
の
存
在
も
知
ら
　
　
ロ　
ド
バ
ニ
れ
て
い
る
．
そ
し
て
、
後
に
一
條
兼
良
（
．
四
◎
．
一
1
‘
一
四
八
一
）
の
注
と
南
江
宗
玩
（
一
三
八
七
ー
一
四
六
三
）
の
題
頒
（
祓
文
）
を
得
て
一
書
に
纏
め
た
も
の
が
、
現
存
す
る
『
六
輪
一
露
之
記
』
（
一
四
五
年
）
で
あ
り
、
こ
う
し
て
得
た
志
玉
や
兼
良
、
南
江
ら
の
説
を
取
り
入
れ
て
、
自
ら
六
輪
一
、
露
説
を
解
鐸
し
直
し
た
も
の
が
、
翌
年
に
成
立
し
た
『
六
輪
二
露
之
記
注
』
（
一
四
五
六
年
）
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
輝
竹
が
當
時
を
代
表
す
る
碩
學
た
ち
に
意
見
を
求
め
た
こ
と
、
拉
び
に
、
そ
れ
を
臼
説
に
取
り
込
ん
だ
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
後
に
鯛
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
六
輪
一
露
説
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
か
な
り
早
い
時
期
に
一
雁
の
完
成
を
見
て
い
た
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら　
イ
る
，
し
か
し
、
輝
竹
は
、
そ
の
後
も
、
そ
れ
に
關
わ
る
着
想
を
引
き
績
き
「
、
一
花
一
輪
」
や
『
幽
玄
三
輪
』
、
『
六
輪
一
露
大
意
」
（
い
ず
れ
も
一
四
六
に
年
頃
）
な
ど
に
書
き
記
し
績
け
た
。
そ
し
て
、
晩
年
に
は
「
寛
正
本
」
「
文
正
本
」
と
い
う
二
種
の
『
六
輪
一
．
露
秘
注
』
（
一
四
六
五
年
、
一
四
六
年
）
や
「
六
輪
灌
頂
秘
記
』
二
四
六
五
年
頃
）
を
著
わ
し
、
最
後
の
著
作
で
あ
る
『
至
道
要
抄
』
（
一
四
六
七
年
）
の
中
で
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
こ
れ
に
一
．
一
口
及
す
る
な
ど
、
終
生
、
こ
の
理
論
に
拘
り
績
け
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
事
實
は
、
六
輪
一
露
説
が
暉
竹
に
お
い
て
い
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
、
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
b
六
輪
一
露
説
「
原
案
」
の
解
稗
に
關
す
る
問
題
　
六
輪
一
露
説
は
、
常
に
縄
竹
の
能
樂
論
の
中
心
に
位
置
し
、
生
涯
に
亙
っ
て
思
索
を
重
ね
た
問
題
で
あ
っ
た
め
、
そ
の
内
容
に
は
時
期
に
よ
っ
て
様
々
な
相
違
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
的
早
い
時
期
に
成
立
し
た
『
六
輪
一
露
之
記
注
』
は
、
峰
竹
口
身
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
、
志
玉
や
兼
良
、
宗
玩
ら
の
説
を
承
け
て
の
著
述
で
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
十
、
一
年
も
遡
る
、
「
原
案
」
の
構
想
期
の
思
考
を
ど
こ
ま
で
傳
え
て
い
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら　
古
く
は
芳
賀
幸
四
郎
氏
や
能
勢
朝
次
氏
な
ど
に
見
る
よ
う
に
、
如
來
藏
縁
起
説
に
基
づ
く
志
玉
注
な
ど
に
依
っ
て
、
縄
竹
の
六
輪
↓
露
説
を
歌
舞
の
本
酷
か
ら
の
能
の
生
成
を
説
く
も
の
と
理
解
し
、
「
六
輪
」
を
、
　
　
壽
輪
←
竪
輪
←
住
輪
←
像
輪
←
破
輪
←
空
輪
と
い
う
登
生
段
階
を
示
す
も
の
、
「
一
露
」
を
、
そ
れ
を
統
べ
る
原
理
で
あ
る
と
見
倣
す
傾
向
が
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
能
勢
氏
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
．
∪
　
「
六
輪
説
に
於
て
、
六
輪
及
び
一
露
を
貫
く
と
こ
ろ
の
根
本
思
想
は
何
で
あ
る
か
と
見
る
に
、
幽
玄
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
壽
　
輪
に
は
幽
玄
が
ま
だ
登
現
せ
ず
に
内
に
は
ら
ま
れ
て
居
り
、
竪
輪
に
於
て
護
現
し
て
先
づ
音
曲
に
あ
ら
は
れ
、
住
輪
に
於
て
は
幽
玄
　
は
舞
及
び
音
曲
に
あ
ら
は
れ
、
像
輪
に
於
て
物
眞
似
の
世
界
に
襲
現
し
て
、
完
全
に
幽
玄
が
護
揮
せ
ら
れ
、
破
輪
に
於
て
は
、
非
風
　
異
相
も
幽
玄
風
の
か
り
を
そ
へ
る
位
と
な
り
、
空
輪
に
於
て
却
來
花
の
幽
玄
を
現
じ
て
、
又
も
と
の
壽
輪
に
蹄
す
る
と
い
ふ
の
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
き
　
岬
竹
の
考
で
あ
る
。
一
露
は
こ
の
幽
玄
展
開
の
根
本
精
神
で
あ
り
獲
動
力
と
見
得
る
。
」
　
「
そ
れ
は
結
局
、
歌
曲
幽
玄
と
し
て
護
現
す
べ
き
幽
玄
の
本
酷
が
、
未
顯
現
の
状
態
で
存
在
し
て
ゐ
る
段
階
が
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
　
壽
輪
の
幽
玄
と
名
づ
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
佛
教
に
於
け
る
「
眞
如
随
縁
し
て
萬
象
生
ず
」
と
い
ふ
考
察
法
に
暗
示
を
得
た
　
も
の
で
あ
っ
て
、
舞
歌
幽
玄
と
な
っ
て
護
現
す
べ
き
幽
玄
本
鵠
を
、
眞
如
の
如
き
も
の
と
解
稗
し
た
の
で
あ
る
。
眞
如
に
比
す
べ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
コ　
　
幽
玄
本
髄
が
、
随
縁
流
動
し
て
歌
曲
幽
玄
と
な
り
、
舞
曲
幽
玄
に
進
み
、
更
に
能
藝
幽
玄
と
な
る
と
い
ふ
考
へ
方
で
あ
る
。
－
　
そ
の
後
、
六
輪
一
露
説
を
能
の
生
成
論
と
し
て
理
解
す
る
と
い
う
立
場
を
維
持
し
つ
も
、
そ
の
意
味
を
志
玉
注
か
ら
切
り
離
し
て
捉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ　
れ
え
直
そ
う
と
す
る
試
み
が
小
西
甚
一
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
小
西
氏
に
萌
し
た
、
こ
の
六
輪
一
露
説
を
志
玉
注
か
ら
分
離
し
て
躁
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
き
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
徹
底
さ
せ
た
の
が
伊
藤
正
義
氏
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
、
志
玉
の
注
が
「
閾
位
」
に
當
た
る
「
破
輪
」
に
「
四
相
」
〔
生
・
住
・
異
・
滅
）
の
「
滅
」
を
配
す
る
な
ど
、
様
々
な
無
理
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
　
「
如
來
藏
縁
起
説
と
い
う
鱒
系
の
う
ち
に
も
、
ま
た
そ
の
部
分
的
配
當
の
う
ち
に
も
、
そ
こ
に
無
理
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
得
る
以
38
　
上
、
縄
竹
の
理
論
の
鵠
系
を
志
玉
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
か
り
に
志
玉
が
如
來
藏
縁
起
説
に
基
づ
い
て
い
な
い
と
し
て
も
、
實
　
は
順
序
と
し
て
逆
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
す
れ
ば
、
輝
竹
本
來
の
意
圖
を
見
き
わ
め
る
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で
あ
ろ
　
き
り　
う
．
、
」
と
説
き
、
志
玉
の
注
を
離
れ
て
、
輝
竹
が
相
傳
し
た
世
阿
彌
の
傳
書
や
縄
竹
自
身
の
著
作
を
通
し
て
、
六
輪
一
．
露
説
の
．
兀
來
の
意
味
を
探
究
さ
れ
た
．
、
　
志
玉
が
律
僧
で
あ
り
、
明
の
永
樂
帝
か
ら
「
普
一
國
師
」
の
號
を
贈
ら
れ
た
ほ
ど
の
高
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
一
劉
よ
り
し
て
も
、
彼
が
歌
舞
音
曲
に
詳
し
か
っ
た
は
ず
は
な
・
＼
そ
の
注
が
縄
竹
の
意
を
よ
く
鵠
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
、
到
底
思
わ
れ
な
い
．
。
從
っ
て
、
伊
藤
氏
の
研
究
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
全
く
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
．
、
自
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
の
よ
う
な
方
法
論
に
立
つ
限
り
、
六
輪
一
．
露
説
「
原
案
」
－
即
ち
、
輝
竹
臼
身
に
よ
っ
て
最
初
に
著
わ
さ
れ
た
「
圓
」
と
「
私
詞
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9
の
意
味
と
、
そ
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
出
來
る
限
り
、
當
初
の
形
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
．
そ
こ
で
先
ず
は
、
現
在
残
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
そ
の
原
型
に
山
來
る
限
り
迫
っ
て
見
た
い
。
C
六
輪
一
露
説
「
原
案
」
の
復
元
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ギ
六
輪
一
、
露
説
「
原
案
」
の
形
態
を
探
る
上
で
、
先
ず
基
づ
く
べ
き
は
、
輝
竹
の
自
筆
本
が
残
る
『
六
輪
一
露
之
記
』
で
あ
る
。
先
に
言
う
よ
う
に
、
こ
の
著
作
は
後
の
編
輯
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
構
成
．
要
素
と
し
て
、
縄
竹
の
「
原
案
」
（
「
圓
」
と
「
私
詞
」
）
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
み
を
取
り
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
な
お
、
参
照
の
便
を
考
え
、
以
下
の
引
用
は
、
最
近
公
表
さ
れ
た
自
筆
本
で
は
な
く
、
從
　
　
　
　
　
　
戸
1
2
∨
來
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
「
八
左
衛
門
本
」
に
基
づ
く
日
本
思
想
大
系
「
世
阿
彌
輝
竹
」
所
牧
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
．
廟
者
を
比
較
す
る
と
、
送
り
假
名
な
ど
に
多
少
の
窺
誤
等
は
見
ら
れ
る
も
の
、
論
旨
に
影
響
を
與
え
る
よ
う
な
人
き
な
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
圓
に
關
し
て
も
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
が
、
よ
り
一
層
、
原
型
を
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
自
筆
本
か
ら
採
用
し
た
）
。
　
「
夫
、
申
樂
家
業
之
道
者
、
躰
蓋
レ
美
、
聲
成
レ
文
。
是
以
、
不
レ
知
二
手
之
舞
、
足
之
所
F
踊
也
。
然
則
、
豊
非
二
本
來
無
主
無
物
之
妙
用
一
　
哉
。
故
、
假
得
二
六
輪
一
露
之
形
』　
一
日
、
壽
輪
。
二
日
、
竪
輪
。
三
日
、
住
輪
。
四
日
、
像
輪
。
五
日
、
破
輪
。
六
日
、
空
輪
。
　
一
露
者
無
上
之
重
位
也
。
第
＝
詩
輪
、
歌
舞
幽
玄
之
根
源
、
見
風
聞
曲
而
成
レ
感
之
器
也
。
依
レ
爲
二
圓
満
長
久
之
壽
命
一
、
名
二
壽
輪
』
一40－一
召）
＼↓ノ
第
二
竪
輪
者
、
此
立
上
裂
、
精
神
ト
成
テ
、
横
・
竪
顯
レ
、
清
曲
生
ズ
。
是
則
、
無
上
々
果
ノ
感
主
タ
リ
。
／一_
ノ
ー
ノ
’
〜
ー　
　
ー
A
゜
∋
〜
＝
　
て
ご
．
ザ
ふ
…
・
第
三
住
輪
者
、
短
梨
之
所
、
諸
躰
生
曲
ヲ
成
ズ
ル
安
所
也
。
第
四
像
輪
ハ
、
天
衆
地
類
、
森
羅
萬
像
、
此
輪
二
治
。
第
五
破
輪
者
、
天
地
十
方
、
無
窯
皿
異
相
之
形
ヲ
成
モ
、
以
下
破
二
圓
相
一
之
儀
ー
故
、
破
輪
ト
名
付
也
。
本
來
此
輪
中
生
ズ
。
然
共
、
假
一41一
第
六
空
輪
ハ
、
無
主
無
色
之
位
、
向
去
却
來
シ
テ
、
又
本
ノ
壽
輪
二
婦
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
一
露
、
不
レ
落
二
空
色
之
二
見
、
臼
在
無
擬
ニ
シ
テ
、
一
塵
モ
サ
ワ
ル
事
ナ
シ
。
是
則
、
　
　
　
　
〔
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
剣
ノ
形
ト
成
ル
。
」
　
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
輝
竹
R
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
『
六
輪
一
．
露
之
記
』
の
編
集
自
鰭
が
、
原
案
の
成
立
よ
り
十
．
一
年
も
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
輝
竹
自
身
に
よ
っ
て
改
愛
が
施
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
古
い
形
の
原
本
か
ら
轄
窺
さ
れ
た
大
理
圃
書
館
吉
田
文
庫
藏
本
や
西
教
寺
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
な
ど
と
の
照
合
が
不
可
歓
と
な
る
が
、
實
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ロ　
に
そ
れ
を
行
っ
た
落
合
博
志
氏
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
相
違
黙
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ほ　
　
　
1
．
「
竪
輪
」
の
名
構
が
、
上
［
田
文
庫
藏
本
や
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
』
な
ど
で
は
「
主
輪
」
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ほ
ン
　
2
．
「
像
輪
」
の
圖
様
が
、
『
六
輪
一
露
之
記
』
、
吉
田
文
庫
藏
本
、
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
の
三
者
の
間
で
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
　
3
，
「
一
露
一
の
圓
様
が
、
吉
田
文
庫
藏
本
や
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
で
は
、
剣
が
雲
の
よ
う
な
も
の
に
乗
っ
て
い
る
形
に
描
か
れ
て
42
　
　
い
る
顯
で
、
『
六
輪
一
．
露
之
記
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
　
第
一
の
黙
に
つ
い
て
落
合
氏
は
、
「
私
詞
」
の
「
無
上
＼
果
ノ
感
主
」
と
い
う
＝
．
一
口
葉
に
封
雁
す
る
「
主
輪
」
が
．
兀
來
の
も
の
で
あ
り
、
「
主
輪
」
を
「
竪
輪　
に
改
め
た
の
は
『
六
輪
一
、
露
之
記
」
を
編
集
し
た
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
．
。
ま
た
、
第
二
の
劉
に
つ
い
て
も
、
輝
／
1
の
自
筆
本
が
残
る
『
六
輪
一
露
秘
注
』
と
共
通
瓢
が
多
い
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
の
も
の
が
元
來
の
も
の
に
近
い
と
論
じ
て
い
る
、
口
筆
本
『
六
輪
一
露
之
記
』
の
像
輪
の
圖
が
、
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
』
ほ
ど
に
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
な
い
欝
に
は
多
少
の
疑
問
が
残
る
も
の
、
こ
れ
ら
の
諸
黙
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
、
氏
の
白
わ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
．
の
黙
に
關
し
て
も
、
吉
田
文
庫
藏
本
や
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
』
が
一
致
し
て
い
る
以
L
、
こ
れ
ら
の
圖
様
が
．
兀
來
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
從
っ
て
、
輝
竹
が
當
初
考
え
た
「
原
案
」
の
意
味
や
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
、
上
に
掲
げ
た
『
六
輪
一
露
之
記
』
の
文
章
の
「
腎
輪　
は
「
主
輪
一
に
改
め
、
ま
た
、
圖
様
の
う
ち
、
「
像
輪
」
と
二
露
」
の
二
つ
は
、
次
に
掲
げ
る
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
そ
れ
に
差
し
替
え
た
上
で
行
な
う
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
像
輪
一
露
な
お
、
先
に
一
三
口
う
よ
う
に
、
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
』
の
「
像
輪
」
の
圓
様
は
、
後
年
に
著
わ
さ
れ
た
二
種
の
『
秘
注
』
の
そ
れ
と
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
人
物
や
牛
が
大
自
然
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
黙
で
一
致
す
る
ば
か
り
か
、
や
牛
、
鳥
の
位
置
な
ど
に
も
共
通
す
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
参
考
の
た
め
に
、
る
。
寛
正
本
文
正
本
山
の
位
置
や
形
、
北
斗
や
日
月
、
人
物
そ
れ
ら
を
掲
げ
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
　　
@　
@
宏
蝕
難
　
ノ
£
．
一44一
　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
雨
者
を
比
較
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
相
違
黙
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
1
．
二
種
の
『
秘
注
』
で
は
人
物
が
農
具
の
よ
う
な
も
の
を
擦
い
で
歩
く
形
と
な
っ
て
い
る
の
に
封
し
て
、
正
教
藏
本
「
六
輪
尺
』
　
　
で
は
、
釣
り
を
し
て
い
る
形
に
董
か
れ
て
い
る
。
　
2
．
正
教
藏
本
「
六
輪
尺
」
で
は
、
飛
ぶ
鳥
の
向
き
が
二
種
の
『
秘
注
」
と
逆
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
「
秘
注
』
に
見
ら
れ
る
住
居
　
　
が
蜜
か
れ
て
い
な
い
。
　
こ
の
う
ち
、
輝
竹
の
「
原
案
」
の
人
物
が
「
釣
り
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
當
初
よ
り
「
牛
」
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
と
も
に
、
後
に
．
再
び
鰯
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
、
世
阿
彌
の
藝
論
と
六
輪
一
露
説
　
　
a
．
六
輪
一
露
説
の
成
立
事
情
　
世
阿
．
彌
と
陣
竹
の
關
係
は
能
本
の
博
授
か
ら
始
ま
っ
た
ら
し
く
、
鷹
永
三
十
年
二
四
二
三
）
、
縄
竹
卜
九
歳
の
時
に
世
阿
彌
が
輝
竹
に
『
盛
久
』
の
能
本
を
送
っ
て
い
る
の
が
、
繭
者
の
交
渉
が
知
ら
れ
る
最
初
で
あ
る
。
能
本
の
相
傳
と
し
て
は
、
そ
の
後
も
『
タ
ダ
ツ
ノ
サ
エ
モ
ン
」
や
『
汀
口
』
（
以
上
、
一
四
二
四
年
）
、
『
雲
林
院
」
二
四
二
六
年
）
、
『
弱
法
師
』
（
一
四
．
元
年
）
、
『
柏
崎
』
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
　
　
　
ド
リ
ゼ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
博
書
の
相
傳
は
や
遅
れ
、
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
雁
永
三
十
五
年
（
正
長
元
年
、
一
四
一
．
八
）
に
『
六
義
」
と
『
拾
玉
得
花
」
を
相
伸
し
て
い
る
の
が
最
も
古
い
。
も
っ
と
も
『
六
義
』
や
『
拾
玉
得
花
』
に
は
『
九
位
』
の
相
傳
を
前
提
と
し
た
と
見
ら
れ
る
記
述
が
あ
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
ン
と
か
ら
、
『
九
位
」
の
相
博
は
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
観
世
家
の
世
阿
彌
が
金
春
家
の
岬
竹
に
傳
書
の
相
榑
を
許
し
た
の
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
岬
竹
が
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
〕
阿
彌
の
娘
婿
と
な
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
輝
竹
は
世
阿
彌
の
息
子
た
ち
と
も
關
係
を
深
め
た
ら
し
く
、
元
雅
（
？　
一
四
三
一
．
）
は
縄
竹
に
『
花
鏡
』
（
一
四
一
．
四
年
相
博
）
の
閲
覧
を
許
し
、
ま
た
、
元
能
も
出
家
二
四
．
五
年
）
に
際
し
て
、
『
花
鏡
」
と
『
三
道
」
（
一
四
二
一
二
年
相
傳
）
を
縄
竹
に
預
け
る
な
ど
し
て
お
り
、
世
阿
彌
が
息
子
た
ち
の
た
め
に
著
わ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
0
）
傳
書
を
閲
覧
す
る
機
會
を
も
得
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
永
享
四
年
（
一
四
二
．
一
）
に
元
雅
が
残
し
た
後
に
は
、
元
雅
が
所
持
し
て
い
た
傳
書
を
一
時
的
に
預
か
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ
た
ら
し
・
＼
『
風
姿
花
傳
」
『
花
傳
第
七
別
紙
口
傳
」
『
花
鏡
」
『
至
花
道
』
「
五
位
」
『
二
曲
三
躰
一45一
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
の　
人
形
圏
』
な
ど
の
書
窺
を
行
っ
て
い
る
。
　
．
兀
雅
の
残
後
は
、
世
阿
彌
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
た
は
ず
で
、
秘
傳
中
の
秘
傳
に
．
百
及
す
る
晩
年
の
『
却
來
華
」
二
四
三
＝
．
年
）
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
2
）
恐
ら
く
は
輝
竹
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
阿
彌
の
配
流
中
に
そ
の
妻
の
生
活
を
支
え
た
の
も
輝
竹
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
人
の
關
係
は
世
阿
彌
の
残
年
に
至
る
ま
で
極
め
て
親
密
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
揮
竹
は
世
阿
彌
の
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
所
の
佐
渡
に
ま
で
手
紙
を
出
し
て
、
そ
の
指
導
を
仰
い
で
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
　
六
輪
一
露
説
の
原
型
は
、
縄
竹
が
そ
の
原
案
を
志
玉
に
呈
し
た
文
安
元
年
二
四
四
）
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
世
阿
彌
の
死
は
そ
の
前
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
は
、
世
阿
彌
の
死
を
契
機
と
し
て
、
直
接
、
あ
る
い
は
傳
書
を
通
し
て
學
ん
だ
師
の
思
想
を
自
分
な
り
に
整
理
し
、
猫
白
の
形
で
纏
め
上
げ
た
も
の
が
六
輪
一
露
説
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
六
輪
一
露
之
記
注
』
（
一
四
五
六
年
）
に
、
　
「
右
、
此
六
輪
一
．
露
ハ
、
凡
ソ
師
命
ノ
心
ヲ
得
テ
記
ス
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
泊
瀬
観
世
音
大
士
ノ
於
二
参
篭
一
畳
悟
ス
ル
旨
、
観
音
利
牛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
方
便
ノ
説
、
一
切
衆
生
ノ
戒
道
ナ
リ
。
乃
、
観
音
六
輪
ト
モ
號
レ
是
。
」
と
い
う
の
は
、
観
音
か
ら
の
麗
感
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
構
想
が
主
に
世
阿
彌
の
傳
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年
に
著
わ
さ
れ
た
『
歌
舞
髄
拶
記
』
に
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
ぜ
「
凡
、
此
一
帖
者
、
師
説
を
得
て
、
其
上
に
骨
髄
を
砕
き
て
工
夫
・
公
案
の
重
也
G
」
と
、
「
六
輪
一
．
露
之
記
注
」
と
ほ
ぼ
同
様
な
口
吻
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
前
年
に
著
わ
さ
れ
た
『
五
音
之
次
第
」
が
、
ほ
と
ん
ど
世
阿
彌
の
『
五
音
曲
條
々
』
の
祖
述
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
五
十
代
の
初
め
に
お
い
て
も
、
世
阿
彌
は
輝
竹
に
と
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
絶
封
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
ト
、
一
年
も
遡
る
世
阿
．
彌
の
残
後
す
ぐ
に
完
成
を
見
た
六
輪
一
．
露
説
の
「
原
案
」
が
、
世
阿
彌
の
思
想
の
堅
倒
的
な
影
響
下
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
46
い
。
　
從
っ
て
、
伊
藤
氏
の
．
＝
口
わ
れ
る
よ
う
に
、
六
輪
一
露
説
の
形
成
と
そ
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
先
ず
参
照
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
志
玉
の
注
な
ど
で
は
な
く
、
當
然
、
世
阿
彌
の
傅
書
で
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
．
要
素
で
あ
る
ー
パ
輪
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
世
阿
彌
の
博
書
の
記
述
と
封
照
し
つ
、
そ
の
元
來
の
意
味
を
探
っ
て
み
た
い
（
「
一
露
一
は
、
後
に
二
［
及
す
る
よ
う
に
、
輝
竹
の
濁
創
で
あ
っ
て
、
世
阿
彌
に
は
封
鷹
す
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
）
。
b
．
「
上
三
輪
」
と
「
像
輪
」
「
破
輪
」
　
「
壽
輪
」
「
t
輪
（
聾
輪
）
一
「
住
輪
一
の
一
．
一
つ
は
、
『
六
輪
一
露
之
記
注
』
以
降
、
一
括
し
て
「
上
三
輪
」
と
呼
ば
れ
、
更
に
『
二
花
一
輪
』
で
は
「
性
花
一
と
し
て
、
「
用
花
」
た
る
「
像
輪
」
「
破
輪
」
か
ら
直
別
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
少
な
く
と
も
『
六
輪　
．
露
之
記
注
」
以
降
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
三
つ
が
一
艘
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
岬
竹
の
原
案
の
段
階
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
輝
竹
の
「
私
詞
」
に
、
そ
う
し
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
代
の
著
作
が
こ
の
立
場
で
一
貫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
岬
竹
が
六
輪
一
露
説
を
構
想
し
た
時
鮎
に
お
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
既
に
そ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
　
で
は
、
そ
の
三
位
一
酷
の
關
係
を
成
す
「
上
三
輪
」
は
何
を
意
味
し
、
ま
た
、
世
阿
彌
の
ど
う
い
う
思
想
を
承
け
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
．
先
に
引
い
た
能
勢
氏
の
「
壽
輪
に
は
幽
玄
が
ま
だ
護
現
せ
ず
に
内
に
は
ら
ま
れ
て
居
り
、
竪
輪
に
於
て
登
現
し
て
先
づ
音
曲
に
あ
ら
は
れ
、
住
輪
に
於
て
は
幽
玄
は
舞
及
び
音
曲
に
あ
ら
は
れ
…
」
と
い
う
言
葉
に
見
る
よ
う
に
、
古
く
は
本
譜
論
的
な
思
考
で
能
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
歌
舞
の
本
鵠
か
ら
の
生
成
の
段
階
を
示
す
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
封
し
て
全
く
新
た
な
説
を
唱
え
、
大
き
な
反
響
を
捲
き
起
こ
し
た
の
が
伊
藤
正
義
氏
で
あ
る
。
一47
　
氏
は
、
輝
竹
が
世
阿
彌
か
ら
相
傳
し
た
『
拾
玉
得
花
」
と
六
輪
一
．
露
説
と
の
密
接
な
關
係
に
注
目
し
て
、
輝
竹
の
「
上
三
輪
」
が
、
世
阿
彌
が
『
拾
玉
得
花
」
に
お
い
て
、
　
「
問
一
抑
、
此
「
面
自
」
と
名
付
初
め
し
、
所
得
、
何
故
そ
や
。
花
と
見
る
も
た
と
へ
な
ら
ば
、
た
と
へ
ず
知
ら
ぬ
所
に
「
面
白
」
と
　
云
は
し
め
し
、
本
來
如
何
．
　
　
答
。
是
は
、
既
に
花
を
悟
り
、
奥
義
を
極
む
る
所
な
る
べ
し
。
以
前
申
つ
る
、
面
白
と
云
、
花
と
云
、
め
づ
ら
し
き
と
云
、
此
三
　
　
は
一
幽
異
名
也
。
是
、
妙
・
花
・
面
自
、
三
也
と
．
ム
へ
ど
も
、
一
色
に
て
、
又
、
上
・
中
・
下
の
差
別
あ
り
。
妙
者
、
三
［
語
を
絶
て
　
心
行
所
滅
也
。
是
を
妙
と
見
る
は
花
也
。
一
黙
付
る
は
面
白
き
也
。
…
然
者
、
無
心
の
感
、
即
心
は
た
だ
観
喜
の
み
か
。
畳
え
ず
　
微
笑
す
る
機
、
言
語
絶
て
、
正
に
一
物
も
な
し
。
麦
を
「
妙
な
る
－
」
と
云
。
「
妙
な
り
」
と
得
る
心
、
妙
花
也
。
さ
て
こ
そ
、
九
位
第
　
一
に
も
、
妙
花
を
以
て
金
性
花
と
は
定
位
し
侍
れ
。
舞
歌
の
曲
を
な
し
、
意
景
感
風
の
心
耳
を
驚
か
す
堺
、
畳
え
ず
見
所
の
感
雁
を
　
な
す
、
是
、
妙
花
也
。
是
、
面
白
也
。
是
、
無
心
威
也
。
此
三
ケ
條
の
感
は
、
正
に
無
心
の
切
也
。
心
は
な
く
て
面
白
と
う
け
が
う
　
は
何
物
ぞ
。
性
は
物
を
う
け
が
は
ず
。
然
者
、
九
位
金
銀
性
は
、
見
風
の
曲
文
に
は
感
ず
べ
か
ら
ず
。
心
得
べ
し
。
畳
え
ず
し
て
微
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
2
7
｝
　
笑
す
る
は
、
う
れ
し
き
の
み
也
。
月
蓄
和
尚
云
、
「
う
れ
し
き
事
は
＝
．
一
口
は
れ
ざ
り
け
り
」
。
こ
の
L
を
人
々
に
次
せ
ら
れ
け
る
と
也
。
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
「
妙
」
「
花　
「
面
白
」
の
二
．
つ
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
だ
と
し
て
、
　
「
輝
竹
に
と
っ
て
一
つ
の
櫨
り
所
で
あ
っ
た
こ
の
妙
所
が
、
能
を
本
質
論
的
立
場
で
統
一
せ
ん
と
し
た
「
六
輪
一
露
」
に
無
視
さ
れ
て
　
い
る
わ
け
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
花
も
面
白
も
同
様
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
詞
を
検
討
す
る
時
、
壽
輪
・
竪
輪
・
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
2
8
、
　
輪
の
各
相
が
、
『
拾
玉
得
花
」
に
い
う
妙
・
花
・
面
白
を
承
け
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
決
定
的
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
言
い
、
こ
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
　
「
妙
・
花
・
面
白
が
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
こ
の
三
輪
も
ま
た
藝
位
の
段
階
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
藝
位
と
は
無
關
係
に
生
ず
る
、
一48
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
9
）
爲
手
と
観
手
と
の
間
に
起
る
藝
の
登
現
・
感
鷹
の
分
析
な
の
で
あ
る
。
」
　
氏
に
擦
れ
ば
、
「
妙
」
は
「
藝
を
藝
と
し
て
意
識
す
る
以
前
の
、
ま
た
は
意
識
し
え
な
い
段
階
」
、
或
は
「
絶
封
無
我
悦
惚
の
境
」
、
「
花
」
は
「
絶
封
無
我
慌
惚
の
境
を
反
省
し
得
た
と
き
」
、
「
面
白
」
は
「
そ
の
反
省
が
一
歩
進
む
と
き
」
を
表
現
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
　
〔
3
0
〕
る
か
ら
、
「
上
三
輪
」
も
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
こ
今
日
、
こ
の
説
は
廣
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
定
説
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
決
し
て
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
古
く
小
西
甚
一
氏
が
、
　
「
伊
藤
正
義
氏
は
、
六
輪
＝
路
に
封
す
る
從
來
の
諸
説
が
さ
ま
ざ
ま
な
難
鮎
を
示
す
の
は
、
も
と
も
と
藝
位
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
な
い
　
上
三
輪
ま
で
藝
位
と
し
て
割
り
切
ろ
う
と
し
た
結
果
で
あ
り
、
上
三
輪
を
艘
、
下
三
輪
を
用
と
し
て
、
世
阿
彌
の
性
花
・
用
花
論
で
　
解
稗
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
新
説
を
提
唱
し
て
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
藝
位
で
あ
り
え
な
い
な
ら
、
中
期
に
い
た
っ
て
輝
竹
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
2
｝
　
身
が
九
位
と
の
配
‥
苗
を
示
す
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
」
と
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
當
初
、
「
爲
手
と
観
手
と
の
間
に
起
る
藝
の
嚢
現
・
感
雁
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
突
如
、
藝
位
を
示
す
も
の
に
轄
換
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
ど
ん
な
に
大
き
な
思
想
的
な
嚢
展
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
い
か
に
も
考
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
説
の
信
頼
性
を
疑
わ
せ
る
も
の
と
言
え
る
。
　
し
か
も
、
こ
の
説
で
は
、
三
者
の
一
酷
性
と
能
樂
論
に
お
け
る
重
要
性
な
ど
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
尉
が
主
な
論
接
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
世
阿
彌
に
お
い
て
三
位
一
膿
の
關
係
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
概
念
は
、
こ
れ
の
み
に
止
ま
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
「
壽
輪
」
「
主
輪
」
「
住
輪
」
と
い
う
名
稻
の
由
來
や
、
世
阿
彌
の
樽
書
の
記
述
と
輝
竹
の
「
私
詞
」
と
の
關
係
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
灘
で
も
決
し
て
十
分
な
根
操
を
持
つ
も
の
と
は
見
倣
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
こ
の
伊
藤
説
に
封
し
て
、
私
は
新
た
に
次
の
よ
う
な
説
を
提
起
し
た
い
と
思
う
。
即
ち
、
暉
竹
の
い
う
「
上
三
輪
」
が
『
拾
49
玉
得
花
」
の
次
の
記
述
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
問
、
稽
占
の
條
々
に
、
安
き
位
と
ム
り
，
是
は
、
無
心
の
感
、
妙
花
の
所
と
、
同
意
な
る
べ
き
や
ら
ん
。
　
　
答
。
是
は
安
心
也
．
、
た
だ
、
無
心
の
感
、
妙
花
、
同
意
也
。
さ
り
な
が
ら
、
其
位
の
有
†
風
を
得
こ
そ
、
眞
實
の
安
き
位
な
る
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
け
れ
．
無
位
眞
人
と
．
ム
文
あ
り
。
形
な
き
位
と
云
。
た
だ
無
位
を
誠
の
位
と
す
。
是
、
安
位
。
」
　
こ
の
文
章
で
は
、
や
は
り
三
位
一
酷
の
關
係
に
あ
る
「
無
心
の
感
」
1
1
「
妙
花
の
所
」
と
、
そ
の
位
に
お
け
る
「
有
主
風
」
、
な
ら
び
に
「
安
位
一
〔
眞
實
の
安
き
位
）
の
三
つ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
と
「
上
三
輪
一
の
「
私
詞
」
と
の
間
に
は
、
明
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
U
〕
か
に
パ
ラ
レ
ル
な
闘
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
「
其
位
の
有
主
風
」
と
＝
．
一
［
わ
れ
て
い
る
の
が
、
「
私
詞
」
で
　
　
　
…　
　
’
茄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
「
無
上
・
果
ノ
感
主
タ
リ
」
と
さ
れ
る
「
主
輪
」
、
「
眞
實
の
安
き
位
」
と
言
わ
れ
る
の
が
、
「
私
詞
」
で
「
諸
躰
生
曲
ヲ
成
ズ
ル
安
所
也
」
と
さ
れ
る
「
住
輪
」
に
當
た
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
「
無
心
の
感
一
「
妙
花
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
「
壽
輪
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
て
あ
る
が
、
實
際
の
と
こ
ろ
、
「
壽
輪
」
は
「
私
詞
」
に
「
歌
舞
幽
玄
之
根
源
、
見
風
聞
曲
而
成
レ
感
之
器
也
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
世
阿
彌
の
『
遊
樂
習
道
風
見
』
で
「
器
」
に
言
及
し
て
、
　
一
‘
凡
、
風
月
延
年
の
か
ざ
り
、
花
鳥
遊
景
の
曲
、
種
々
な
り
。
四
季
折
々
の
時
節
に
よ
り
、
華
葉
・
雪
月
・
山
海
・
草
木
、
有
生
・
非
　
生
に
至
る
迄
、
萬
物
の
出
生
を
な
す
器
は
．
大
下
也
。
此
萬
物
を
遊
樂
の
景
酷
と
し
て
、
一
心
を
．
天
下
の
器
に
な
し
て
、
廣
人
無
風
の
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
祖
）
空
道
に
安
器
し
て
、
是
得
遊
樂
の
妙
花
に
至
る
べ
き
こ
と
を
思
ふ
べ
し
。
」
と
．
一
口
う
の
と
正
し
く
符
合
す
る
も
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
に
も
「
妙
花
」
へ
の
一
．
一
口
及
が
見
ら
れ
る
し
、
こ
で
、
．
一
口
う
「
廣
大
無
風
の
空
道
」
と
は
「
無
心
の
感
」
に
外
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
文
章
の
意
味
は
、
森
羅
萬
象
を
舞
毫
で
表
現
す
る
爲
手
は
、
自
ら
の
心
を
「
萬
物
」
を
生
み
だ
す
「
器
」
で
あ
る
「
天
下
」
の
ご
と
く
に
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
が
ま
た
「
廣
人
無
風
の
空
道
」
に
な
り
き
る
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
．
こ
で
は
「
無
心
の
感
」
50
．
，
「
廣
大
無
風
の
空
道
」
の
絶
劃
性
が
、
「
萬
物
」
を
生
む
「
天
下
」
の
永
遠
性
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
‘
私
詞
」
に
よ
れ
ば
、
「
壽
輪
」
と
い
う
名
構
の
由
來
は
「
依
レ
爲
二
圓
満
長
久
之
壽
命
一
」
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
壽
輪
」
の
イ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ぶ
ン
ー
ジ
は
、
或
い
は
、
こ
か
ら
來
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
「
上
三
輪
」
は
、
伊
藤
氏
の
い
う
よ
う
な
「
爲
手
と
観
手
と
の
間
に
起
る
藝
の
護
現
・
感
雁
の
分
析
」
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
観
手
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
「
上
三
輪
」
の
重
顯
は
、
あ
く
ま
で
も
爲
手
の
境
地
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
．
、
と
す
れ
ば
、
後
に
縄
竹
が
臼
ら
の
六
輪
「
露
説
を
世
阿
彌
の
「
九
位
」
に
配
當
し
た
こ
と
も
、
少
し
も
不
可
解
で
は
な
い
と
＝．一
ﾍ
え
る
で
あ
ろ
う
。
世
阿
彌
に
あ
っ
て
は
、
「
有
主
風
」
に
し
て
も
、
「
安
位
」
「
無
心
の
感
」
に
し
て
も
、
爲
手
の
極
め
て
高
い
境
地
を
示
す
概
念
で
あ
っ
た
。
「
上
三
輪
」
が
、
そ
れ
ら
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
縄
竹
が
「
上
三
輪
」
を
世
阿
彌
の
「
上
三
花
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
る
シ
（
妙
花
風
・
寵
深
花
風
・
閑
花
風
）
に
配
當
し
た
の
に
も
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
二
、
口
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
あ
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
で
非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
『
拾
玉
得
花
」
の
こ
れ
に
績
く
文
も
、
六
輪
一
、
露
説
「
原
案
」
の
「
像
輪
」
「
破
輪
」
「
空
輪
」
に
封
す
る
「
私
詞
一
の
記
述
と
パ
ラ
レ
ル
な
關
係
に
あ
る
と
い
う
劉
で
あ
る
。
即
ち
、
『
拾
玉
得
花
』
で
は
、
こ
の
文
章
の
す
ぐ
後
、
　
　
ぼ　「
當
道
も
、
化
剰
年
來
稽
占
よ
り
当
物
豊
・
問
答
・
別
紙
・
至
花
道
・
花
鉗
、
。
宍
當
藝
道
ヲ
誌
ル
帖
々
外
題
之
敷
々
μ
、
如
い
此
の
條
々
を
習
　
道
し
て
、
奥
藏
を
極
め
、
達
人
と
な
り
て
、
何
と
も
心
の
ま
㌧
な
る
は
、
安
き
位
な
る
べ
し
。
然
云
へ
共
、
猶
も
是
は
、
稽
占
を
習
　
道
し
た
る
成
功
の
安
位
也
。
し
か
ら
ば
、
無
心
と
は
な
を
も
申
が
た
し
。
　
　
ロ
じ
ざ
抑
㍉
－
安
位
司
‘
意
景
一
態
相
に
全
く
か
＼
ぱ
ら
ぬ
⊃
脚
あ
る
べ
し
是
者
、
其
の
態
を
成
す
當
心
ニ
ハ
習
功
古
思
安
の
W
也
、
其
陶
ぱ
、
剰
割
・
－
習
　
道
を
嘉
く
し
つ
る
條
々
、
心
中
に
一
物
も
な
し
。
一
物
も
な
き
と
ム
も
、
又
習
道
の
成
功
力
也
。
「
悟
々
同
未
悟
一
云
。
日
得
暉
和
尚
　
云
、
－
牟
第
六
、
「
命
根
断
盧
、
絶
後
再
甦
、
随
類
受
身
」
－
云
々
。
又
云
、
「
綱
金
火
裏
逢
「
不
麹
、
劃
泥
中
有
果
如
」
云
。
此
藝
如
此
。
　
中
三
自
り
、
上
三
花
を
極
め
ぬ
れ
ば
、
下
三
位
に
劇
じ
は
る
も
釜
に
、
九
位
中
．
位
二
達
シ
テ
、
安
位
ヲ
得
テ
、
卜
三
花
二
至
ル
曲
位
也
。
中
初
．
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「
巾
．
下
後
ノ
次
第
〉
、
枷
ハ
爲
手
の
位
、
上
三
花
の
定
－
位
の
ま
□
，
な
る
べ
し
。
是
、
．
砂
の
金
、
泥
に
連
花
v
ま
じ
陶
る
と
も
染
む
べ
か
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
c
）
　
此
位
の
達
人
を
こ
そ
、
眞
實
の
安
位
と
も
云
べ
け
れ
。
是
、
萬
曲
を
な
す
と
も
、
心
中
に
「
安
し
」
と
だ
に
も
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
曲
・
無
心
の
當
態
な
り
．
、
此
位
を
や
、
本
無
妙
花
と
も
申
べ
き
。
」
と
績
く
が
、
傍
線
（
a
）
が
「
私
詞
」
に
「
天
衆
地
類
、
森
羅
萬
象
、
此
輪
二
治
」
と
さ
れ
る
「
像
輪
」
、
傍
線
（
b
）
が
「
私
詞
」
に
「
天
地
十
方
、
無
蓋
異
相
之
形
ヲ
成
」
と
さ
れ
る
「
破
輪
」
、
傍
線
（
C
）
が
「
私
詞
」
に
「
無
主
無
色
之
位
」
と
さ
れ
る
「
空
輪
」
に
相
當
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
こ
の
一
致
は
決
し
て
軍
な
る
偶
然
で
は
な
く
、
縄
竹
が
六
輪
一
露
説
を
構
想
す
る
に
際
し
て
主
と
し
て
依
握
し
た
の
が
、
外
な
ら
ぬ
、
こ
の
『
拾
玉
得
花
』
の
文
章
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
で
は
、
こ
の
文
章
に
基
づ
い
て
構
想
さ
れ
た
「
像
輪
」
「
破
輪
」
「
空
輪
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
像
輪
」
と
「
破
輪
－
に
つ
い
て
は
、
「
天
衆
地
類
、
森
羅
萬
像
」
、
あ
る
い
は
「
天
地
十
方
無
蓋
異
相
之
形
ヲ
成
」
な
ど
と
い
っ
た
輝
竹
の
「
私
詞
」
か
ら
、
世
阿
彌
に
お
け
る
「
幽
玄
を
實
現
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
風
躰
」
と
「
蘭
位
に
お
け
る
非
幽
玄
を
交
え
た
風
躰
」
に
當
た
る
と
す
る
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
解
が
提
出
さ
れ
、
既
に
定
説
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
こ
の
『
拾
玉
得
花
』
の
文
章
か
ら
も
、
そ
れ
は
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
像
輪
」
に
相
當
す
る
部
分
の
「
如
」
此
の
條
々
を
習
道
し
て
、
奥
藏
を
極
め
、
達
人
と
な
り
て
、
何
と
も
心
の
ま
s
な
る
」
と
い
う
表
現
は
、
「
幽
玄
」
を
學
び
煮
皿
く
し
た
爲
手
の
形
容
と
し
て
相
鷹
し
い
し
、
「
破
輪
」
に
相
當
す
る
部
分
で
「
上
三
花
」
よ
り
の
「
却
來
」
を
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ　
く
の
も
、
「
閑
位
」
の
説
明
と
解
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
「
像
輪
」
と
「
破
輪
」
に
關
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
異
論
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
空
輪
」
の
意
味
と
世
阿
彌
の
能
樂
論
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
様
々
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
次
に
節
を
改
め
て
こ
れ
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
52
（
未
完
）
　
注（
1
）　
香
西
精
『
世
阿
彌
新
考
」
（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
．
二
七
年
）
、
同
『
績
世
阿
彌
新
考
』
（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
四
五
年
）
、
森
末
義
彰
「
桃
源
瑞
仙
の
　
「
史
記
抄
一
に
み
る
世
阿
彌
一
二
昭
和
四
五
年
初
出
、
『
中
世
藝
能
史
論
考
』
〈
東
京
堂
、
昭
和
四
六
年
〉
所
収
）
な
ど
を
参
照
。
（
2
）　
世
阿
彌
に
は
、
も
と
も
と
元
雅
と
い
う
將
來
を
託
し
た
子
供
が
あ
り
、
秘
傳
中
の
秘
傳
で
あ
る
「
却
來
華
」
の
傳
授
も
終
え
て
い
た
が
、
永
享
四
　
年
（
一
四
三
二
）
に
世
阿
彌
に
先
立
っ
て
伊
勢
國
で
客
死
し
て
し
ま
っ
た
。
．
兀
雅
の
残
後
、
世
阿
彌
の
期
待
を
一
身
に
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
　
娘
婿
の
輝
竹
で
あ
る
。
　
　
櫛
竹
は
金
春
座
の
＝
．
十
代
目
の
棟
梁
で
あ
っ
た
が
、
父
は
早
世
し
た
ら
し
く
、
他
家
の
世
阿
彌
の
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
な
り
、
遂
に
は
、
そ
の
娘
　
婿
と
な
っ
て
晩
年
の
世
阿
彌
を
支
え
た
。
騨
竹
は
、
『
雨
月
』
『
龍
田
』
『
定
家
』
な
ど
、
世
阿
彌
の
作
風
を
承
け
縫
い
だ
多
く
の
能
を
創
作
す
る
と
　
と
も
に
、
そ
の
能
樂
論
の
影
響
の
下
、
『
六
輪
一
露
之
記
」
（
一
四
五
年
）
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の
傳
書
を
残
し
、
作
能
や
能
樂
論
の
鮎
で
も
世
阿
　
彌
の
唯
「
の
纏
承
者
で
あ
っ
た
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
3
）
天
理
圓
書
館
吉
田
文
庫
に
は
、
無
題
の
篶
本
が
．
一
本
〔
冊
子
本
と
巻
子
本
）
傳
わ
る
が
、
両
者
の
内
容
に
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
西
教
寺
正
教
藏
に
傳
わ
る
寓
本
は
、
「
六
輪
尺
」
と
い
う
外
題
を
持
ち
、
吉
田
文
庫
藏
本
と
祖
本
を
同
じ
く
し
つ
、
原
本
の
形
を
よ
り
忠
實
に
博
　
え
る
善
本
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
落
合
博
志
「
西
教
寺
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
』
に
つ
い
て
－
紹
介
と
研
究
」
（
「
能
樂
研
究
」
一
三
、
　
昭
和
⊥
ハ
、
一
任
←
を
参
昭
…
。
（
4
）
表
章
・
伊
藤
正
義
校
注
「
金
春
占
傳
書
集
成
』
（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
四
年
、
七
九
頁
）
や
伊
藤
正
義
「
金
春
輝
竹
の
研
究
』
（
赤
尾
照
文
堂
、
　
昭
和
四
五
年
、
一
．
一
五
頁
、
一
四
六
頁
）
で
は
『
幽
玄
二
．
輪
」
の
成
立
を
遅
く
見
て
、
『
至
道
要
抄
』
と
略
ぼ
同
時
と
す
る
が
、
竹
本
幹
夫
氏
の
言
　
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
一
、
花
一
輪
』
に
近
い
時
期
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
表
章
・
竹
本
幹
夫
『
岩
波
講
座
能
・
狂
言
H
ー
能
樂
の
傳
書
と
藝
論
」
　
〈
岩
波
書
店
、
昭
和
六
．
一
年
〉
、　
一
八
－
几
i
7
几
○
．
貝
を
参
照
）
。
（
5
）　
芳
賀
幸
四
郎
『
東
山
文
化
の
研
究
』
（
河
出
書
房
、
昭
和
二
〇
年
）
五
三
｝
頁
、
五
＝
、
九
ー
五
四
．
一
頁
、
能
勢
朝
次
『
能
樂
研
究
」
（
謡
曲
界
嚢
行
　
所
、
昭
和
一
五
年
）
．
二
．
三
．
頁
、
ニ
ハ
五
頁
、
一
．
七
八
．
頁
、
二
三
二
ー
，
一
．
三
二
頁
、
一
．
ゴ
．
六
ー
二
三
七
頁
な
ど
を
参
照
。
（
6
）
前
掲
「
能
樂
研
究
」
．
ニ
ハ
五
．
頁
，
（
7
）　
同
上
、
一
七
．
八
頁
．
、
（
8
）
能
勢
朝
次
氏
は
「
九
付
次
第
」
と
「
六
輪
一
露
」
（
昭
和
二
．
一
年
初
出
、
『
能
勢
朝
次
著
作
集
』
第
五
巻
〈
思
文
閣
、
昭
和
五
九
年
〉
）
に
お
い
　
て
、
　
　
「
普
一
國
師
志
玉
の
説
は
、
あ
た
か
も
岬
竹
の
考
察
の
根
源
を
な
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
緊
密
さ
を
持
っ
て
、
縄
竹
の
六
輪
お
よ
び
一
　
　
露
の
圓
を
解
稗
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
三
．
四
頁
）
　
と
．
三
口
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
封
し
て
、
小
西
氏
は
「
六
輪
一
露
私
考
」
（
「
観
世
」
昭
和
一
六
年
一
月
號
）
で
は
、
　
　
「
私
は
以
前
に
は
六
輪
一
露
説
の
成
立
は
如
來
藏
縁
起
に
示
唆
せ
ら
れ
た
鮎
が
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
後
岬
竹
の
傳
書
を
つ
ぶ
さ
に
再
　
　
検
討
し
た
結
果
、
輝
竹
が
如
來
藏
縁
起
の
不
唆
を
得
て
六
輪
＝
露
説
を
成
し
た
と
は
考
へ
が
た
い
こ
と
に
氣
つ
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
二
．
一
頁
）
　
と
言
い
、
更
に
「
六
輪
一
露
の
典
接
一
（
「
實
生
」
昭
和
一
七
年
一
〇
月
號
）
で
は
、
　
　
一
但
し
岬
1
4
の
眞
意
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
は
、
志
玉
内
典
論
を
あ
ま
り
重
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
六
輪
、
露
の
眞
意
　
　
は
、
も
つ
と
他
の
方
面
か
ら
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
私
の
い
ひ
た
い
所
は
、
陣
竹
の
六
輪
一
露
説
と
普
一
國
師
の
内
典
論
と
　
　
を
密
接
不
離
の
も
の
と
見
る
こ
と
は
誤
で
、
繭
者
は
戯
然
と
匠
別
さ
れ
る
必
．
要
が
あ
る
と
い
ふ
鮎
で
あ
る
。
一
（
八
頁
）
　
と
述
べ
て
い
る
．
た
だ
し
、
小
西
氏
は
後
に
考
え
方
を
改
め
、
『
能
樂
論
研
究
』
（
塙
圭
旦
房
、
昭
和
二
．
六
年
）
で
は
、
爾
者
を
完
全
に
分
離
し
よ
う
と
　
す
る
伊
藤
氏
の
説
に
封
し
て
次
の
よ
う
な
批
判
を
行
っ
た
。
　
　
「
な
る
ほ
ど
、
私
詞
す
な
わ
ち
，
、
蝉
竹
原
案
」
に
佛
教
的
あ
る
い
は
儒
教
的
な
理
論
づ
け
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
伊
藤
説
の
と
お
り
だ
　
　
け
れ
ど
、
輝
竹
自
身
の
論
と
い
う
形
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
『
記
注
』
に
は
、
阿
字
本
不
生
説
・
如
來
藏
縁
起
説
・
宋
代
易
説
な
ど
が
す
べ
て
現
　
　
わ
れ
る
し
、
縄
竹
の
原
案
そ
の
も
の
が
こ
れ
ら
の
教
義
を
撮
取
せ
ず
に
成
立
し
た
と
も
認
め
が
た
い
。
お
そ
ら
く
一
，
志
玉
加
案
L
や
一
，
兼
良
加
　
　
案
一
に
お
い
て
そ
の
道
の
罹
威
た
ち
が
詳
論
し
て
い
る
こ
と
を
重
複
さ
せ
る
の
は
賢
明
で
な
い
と
い
う
配
慮
に
よ
り
、
わ
ざ
と
「
縄
竹
原
案
　
　
の
記
述
か
ら
省
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
＝
二
頁
）
　
　
し
か
し
、
輝
竹
の
原
案
の
段
階
で
は
、
．
條
兼
良
や
南
江
宗
元
の
加
注
を
求
め
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
吉
田
文
庫
本
や
正
　
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
の
存
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
し
、
志
玉
の
注
に
つ
い
て
も
、
伊
藤
氏
の
言
う
よ
う
に
、
「
志
玉
・
兼
良
の
所
説
が
す
べ
て
　
「
六
輪
一
露
之
記
注
』
に
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
輝
竹
の
加
注
で
あ
る
だ
け
に
當
然
の
こ
と
一
で
あ
り
、
小
西
氏
の
「
假
定
の
前
提
　
に
基
づ
く
こ
の
假
説
を
支
え
る
も
の
は
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
（
前
掲
「
金
春
岬
竹
の
研
究
』
一
五
七
頁
）
、
や
は
り
輝
竹
の
「
原
案
一
の
思
想
と
54
　
由
來
は
、
そ
れ
ら
と
は
切
り
離
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
．
、
へ
9
）
「
闘
位
．
一
、
即
ち
、
「
閾
た
る
位　
に
つ
い
て
は
、
世
阿
彌
の
『
至
花
道
」
に
、
　
　
「
此
藝
風
に
、
上
手
の
極
め
至
り
て
、
關
た
る
心
位
に
て
、
時
々
異
風
を
見
す
る
事
の
あ
る
を
、
初
心
の
人
、
こ
れ
を
學
ぶ
事
あ
り
。
…
・
　
　
抑
、
關
た
る
位
の
態
と
は
、
此
風
道
を
、
若
年
よ
り
老
に
至
る
ま
で
の
年
來
稽
古
を
、
こ
と
ご
と
く
蓋
く
し
て
、
是
を
集
め
、
非
を
除
け
て
、
　
　
已
上
し
て
、
時
々
上
手
の
見
す
る
手
1
1
の
心
力
也
。
こ
れ
は
、
年
來
の
稽
占
の
程
は
嫌
い
除
け
つ
る
非
風
の
手
を
、
是
風
に
少
し
交
ふ
る
事
あ
　
　
り
，
」
丁
な
れ
ば
と
て
な
に
の
た
め
非
風
を
な
す
そ
な
れ
ば
、
こ
れ
は
L
手
の
故
實
な
り
．
、
よ
き
風
の
み
な
ら
で
は
上
手
に
は
無
し
。
さ
る
程
　
　
に
、
よ
き
所
め
つ
ら
し
か
ら
で
、
見
所
の
見
風
も
少
し
日
慣
る
＼
や
う
な
る
庭
に
、
非
風
を
稀
に
交
ふ
れ
ば
、
上
丁
の
た
め
は
、
こ
れ
又
め
づ
　
　
ら
し
き
手
也
「
・
さ
る
ほ
ど
に
、
非
風
却
て
是
風
に
な
る
遠
見
あ
り
。
こ
れ
は
、
上
手
の
風
力
を
以
て
、
非
を
是
に
化
か
す
見
酷
也
。
さ
れ
ば
、
　
　
面
白
き
風
鵠
を
も
な
せ
り
。
」
（
表
章
・
加
藤
周
一
『
世
阿
彌
輝
竹
』
（
日
本
思
想
大
系
．
一
四
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
〉
一
．
四
．
貞
）
　
と
い
う
・
．
つ
ま
り
、
．
‘
非
風
L
（
本
來
、
幽
玄
な
ら
ざ
る
藝
）
を
も
あ
え
て
藝
に
交
え
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
の
美
的
孜
果
を
達
成
し
得
る
よ
う
な
自
　
在
な
境
W
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
長
期
問
の
修
業
を
積
ん
で
初
め
て
至
り
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
．
。
（
1
0
一
前
掲
［
．
金
春
欄
竹
の
研
究
．
＝
一
五
七
頁
。
（
且
∨　
國
文
學
研
究
資
料
館
『
金
春
禰
竹
自
筆
能
樂
傳
書
』
（
國
文
學
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
、
一
、
汲
占
書
院
、
平
成
九
年
）
に
附
さ
れ
た
樹
卜
文
隆
氏
　
に
よ
る
「
解
題　
を
参
照
。
な
お
、
本
書
に
は
．
原
篶
本
の
影
印
の
ほ
か
、
そ
れ
の
忠
實
な
翻
刻
も
附
さ
れ
て
い
る
．
（
1
2
）　
八
左
衛
門
本
．
一
と
は
、
金
春
・
家
の
分
家
で
あ
る
金
春
八
左
衛
門
家
の
祖
、
安
喜
（
一
五
八
ー
一
六
．
）
が
本
家
傳
來
本
を
書
篶
し
た
も
の
　
で
、
そ
の
底
本
の
多
く
は
樺
竹
自
筆
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
．
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
金
春
古
傳
書
集
成
」
．
一
◎　
四
一
頁
、
前
掲
『
金
　
春
縄
竹
の
研
究
」
「
一
四
七
頁
、
．
酉
四
－
．
．
一
四
五
．
貞
、
前
掲
『
世
阿
彌
輝
竹
」
五
七
八
頁
な
ど
を
参
照
。
（
招
）　
前
掲
『
世
阿
彌
縄
竹
』
三
一
．
四
ー
一
．
一
二
七
頁
。
（
1
4
）　
前
掲
「
西
教
寺
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
に
つ
い
て
ー
‘
紹
介
と
研
究
」
一
七
四
－
⊥
七
頁
。
（
1
5
）
落
合
氏
は
、
伊
藤
氏
が
吉
田
文
庫
本
の
「
主
輪
一
を
「
竪
輪
」
の
宛
字
と
し
て
庭
理
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
、
輝
竹
の
「
私
詞
」
に
「
無
上
々
果
　
ノ
感
主
」
と
言
わ
れ
る
「
感
主
一
と
封
鷹
す
る
「
主
輪
」
こ
そ
が
本
來
の
も
の
で
あ
る
と
説
き
、
．
史
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
「
な
お
右
の
私
詞
に
は
、
後
の
「
竪
輪
」
に
通
ず
る
「
横
竪
」
の
字
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
聲
の
性
質
を
一
、
分
し
た
一
方
の
柄
に
過
55
　
　
ぎ
ず
、
そ
れ
が
命
名
の
根
捷
に
な
っ
た
と
は
到
底
考
え
難
い
。
ま
た
例
え
ば
『
志
玉
注
』
の
原
本
で
は
後
の
傳
書
と
同
じ
く
「
竪
輪
」
だ
っ
　
　
た
の
が
、
輔
窺
の
過
程
で
同
音
の
「
主
…
に
改
め
ら
れ
た
な
ど
と
見
る
べ
き
理
由
も
な
／
＼
私
詞
の
内
容
と
の
關
連
か
ら
し
て
も
、
現
存
の
　
　
鴬
本
の
用
字
の
通
り
、
『
志
玉
注
』
の
段
階
で
は
「
主
輪
」
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
至
當
で
あ
ろ
う
。
即
ち
壽
輪
の
「
依
圓
満
長
久
之
壽
　
　
命
、
名
壽
輪
」
、
像
輪
の
「
天
衆
地
類
、
森
羅
萬
像
、
此
輪
二
治
ル
」
、
破
輪
の
「
假
以
破
圓
相
之
儀
故
、
破
輪
ト
名
付
也
一
な
ど
と
同
様
、
　
　
主
輪
の
名
構
は
「
是
則
、
無
上
々
果
ノ
感
主
ナ
リ
」
と
い
う
定
義
と
一
髄
の
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
（
前
掲
「
西
教
寺
正
教
藏
本
『
六
　
　
輪
尺
』
に
つ
い
て
－
紹
介
と
研
究
」
一
七
五
頁
）
　
　
『
花
鏡
」
に
一
、
然
者
、
立
ハ
主
、
呂
ハ
横
ナ
ル
ベ
キ
歎
一
（
前
掲
『
世
阿
彌
輝
竹
』　
一
〇
五
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
L
ば
し
ば
世
阿
彌
は
「
竪
」
　
を
「
主
一
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
伊
藤
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
宛
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
限
っ
て
　
は
、
落
合
氏
の
説
は
極
め
て
説
得
的
で
あ
っ
て
、
疑
う
鹸
地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
1
6
）　
参
考
ま
で
に
、
こ
に
吉
田
文
庫
藏
本
の
「
像
輪
」
の
圓
を
掲
げ
て
お
く
。
（
U
）　
竹
本
幹
夫
「
世
阿
彌
の
軌
跡
」
（
「
國
文
學
ー
解
稗
と
鑑
賞
」
昭
和
五
二
年
二
月
號
）
　
究
』
（
櫻
楓
社
、
昭
和
五
四
年
）
一
四
九
頁
な
ど
を
参
照
。
（
1
8
）
前
掲
『
世
阿
彌
郵
竹
』
五
六
，
．
一
五
六
四
頁
。
（
1
9
）　
前
掲
『
金
春
輝
竹
の
研
究
』
一
九
．
二
〇
頁
。
（
2
0
）　
同
L
、
二
一
ー
二
頁
。
一
六
〇
1
一
六
一
頁
、
黒
出
正
男
『
世
阿
彌
能
樂
論
の
研
56
（
2
1
）
前
掲
『
岩
波
講
座
能
・
狂
言
n　
‘
能
樂
の
傳
書
と
藝
論
』
↓
七
頁
、
前
掲
「
世
阿
彌
の
軌
跡
」
一
六
二
頁
な
ど
を
参
照
。
（
2
）　
▽
削
掲
『
世
阿
彌
輝
竹
」
五
⊥
ハ
，
八
頁
。
（
2
3
）　
現
存
す
る
世
阿
彌
の
金
春
大
夫
宛
書
状
に
「
又
、
状
に
鬼
の
能
ノ
事
ウ
ケ
給
候
」
（
前
掲
『
世
阿
彌
輝
竹
』
＝
、
一
八
頁
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
鬼
の
藝
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
2
4
）
前
掲
「
世
阿
彌
輝
竹
」
一
三
二
、
九
頁
。
（
2
5
）　
同
上
、
一
．
一
五
＝
頁
。
（
2
6
）
竹
本
幹
夫
氏
は
、
「
⊥
一
．
一
輪
・
が
「
六
輪
一
露
之
記
注
」
の
段
階
で
初
め
て
他
の
輸
相
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
が
明
一
．
口
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
　
「
そ
れ
は
恐
ら
く
『
六
輪
一
露
之
記
』
で
す
で
に
構
想
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
「
私
詞
一
に
こ
の
一
．
輪
の
そ
れ
ぞ
れ
を
「
器
」
「
感
主
」
「
安
所
一
と
　
い
う
最
高
位
を
形
容
す
る
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
’
．
一
口
っ
て
い
る
（
前
掲
「
岩
波
講
座
能
・
　
狂
．
己
H　
．
能
樂
の
博
書
と
藝
論
』
．
一
〇
．
○
頁
）
。
た
だ
し
、
氏
に
は
、
こ
れ
以
ヒ
の
論
及
は
見
ら
れ
な
い
．
（
2
7
）　
前
掲
『
世
阿
彌
陣
竹
』
二
八
．
八
ー
一
八
九
頁
。
（
2
8
）　
前
掲
「
金
春
輝
竹
の
研
究
』　
一
六
一
．
頁
。
（
四
）　
同
ト
」
、　
一
L
ハ
四
．
百
只
。
（
3
0
）　
同
上
、
一
六
一
頁
。
〔
沮
）　
例
え
ば
、
八
罵
正
治
氏
は
「
そ
も
そ
も
、
六
輪
一
露
説
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
、
壽
・
腎
・
住
の
＝
、
輪
の
設
定
は
、
「
拾
玉
得
花
」
の
、
妙
・
花
・
　
面
白
が
祖
型
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
伊
藤
正
義
氏
の
説
は
ほ
ぼ
決
定
的
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
し
（
「
世
阿
彌
の
能
と
塾
論
」
二
．
彌
井
書
店
、
　
昭
和
六
〇
年
、
七
五
四
頁
）
、
落
合
博
志
氏
も
「
六
輪
一
露
の
内
、
「
六
輪
一
露
之
記
注
』
以
後
の
傳
書
で
し
ば
し
は
「
」
一
、
一
輪
」
と
し
て
重
視
さ
れ
　
る
壽
・
竪
・
住
の
＝
．
輪
の
着
想
が
、
輝
竹
猫
自
の
創
意
を
含
み
つ
も
、
基
本
的
に
『
拾
玉
得
花
」
第
＝
．
條
に
説
か
れ
る
「
妙
・
花
・
面
白
」
説
　
〔
感
動
の
獲
生
の
二
段
階
説
）
に
依
操
し
た
劉
の
多
い
こ
と
は
、
伊
藤
氏
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
所
で
あ
る
L
と
三
口
う
（
前
掲
「
西
教
　
寺
正
教
藏
本
『
」
．
ハ
輪
尺
』
に
つ
い
て
－
‘
．
紹
介
と
研
究
」
一
七
四
頁
）
。
　
　
た
だ
し
、
竹
本
幹
夫
氏
は
こ
れ
に
從
わ
ず
、
世
阿
彌
の
様
々
な
傳
書
を
参
照
し
つ
濁
自
の
解
稗
を
行
い
、
「
壽
輪
」
は
「
幽
玄
な
る
藝
風
の
根
　
源
で
、
齪
客
の
感
動
を
呼
び
起
こ
し
得
る
役
者
の
心
」
、
「
主
輪
一
（
竪
輪
）
は
「
舞
や
謡
を
初
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
藝
に
お
い
て
、
舞
毫
上
に
登
現
57一
　
し
た
す
ぐ
れ
た
放
果
、
幽
玄
美
そ
の
も
の
」
、
一
．
住
輪
一
は
「
幽
玄
風
を
自
在
に
成
功
・
完
結
さ
せ
得
る
こ
と
．
一
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（
前
掲
　
「
岩
波
講
座
能
・
狂
言
H
－
能
樂
の
博
書
と
藝
論
」
一
九
六
ー
一
九
八
．
貞
）
。
確
か
に
そ
の
よ
う
に
解
稗
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
　
そ
れ
を
積
極
的
に
裏
づ
け
る
十
分
な
根
猿
が
口
下
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
（
認
）　
前
掲
「
能
樂
論
研
究
」　
一
六
一
頁
、
（
3
3
）
　
前
－
掲
］
。
世
阿
禰
輝
竹
」
．
八
九
貞
。
へ
日
）
　
一
有
主
風
一
に
つ
い
て
は
、
［
…
、
至
花
道
』
に
「
師
に
よ
く
似
せ
習
い
、
見
取
り
て
、
我
物
に
な
り
て
、
身
心
に
寛
え
入
て
、
安
き
位
の
達
人
に
至
る
　
は
、
是
、
主
也
、
．
是
生
き
た
る
能
な
る
べ
し
。
下
地
の
藝
力
に
よ
り
て
、
習
い
稽
古
し
つ
る
分
力
を
は
や
く
得
て
、
其
物
に
な
る
所
、
則
有
じ
．
風
の
　
　
ピ
丁
な
る
べ
し
一
（
前
掲
『
世
阿
彌
禅
竹
』
一
一
四
頁
）
と
一
．
＝
［
う
。
つ
ま
り
、
「
有
主
風
」
と
は
、
師
匠
に
駅
了
ん
だ
藝
を
完
全
に
自
分
の
も
の
と
し
　
　
た
境
地
を
い
う
。
た
だ
L
、
こ
．
｝
で
は
「
無
心
の
感
、
妙
花
の
所
」
の
「
有
主
風
［
で
あ
る
か
ら
、
非
常
に
理
念
的
・
超
越
的
性
格
の
強
い
も
の
と
　
な
っ
て
い
る
。
　
　
な
お
、
『
五
音
曲
條
々
」
に
は
、
「
曲
道
ヲ
分
別
シ
テ
、
ソ
ノ
曲
主
ト
ナ
ル
コ
ト
、
音
曲
ノ
奥
儀
ナ
リ
」
（
前
掲
『
世
阿
彌
輝
竹
』
二
C
二
貞
〕
と
　
　
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
世
阿
彌
が
「
主
‘
一
と
い
う
一
．
＝
［
葉
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
3
5
）　
「
安
き
位
、
即
ち
「
安
位　
に
つ
い
て
は
、
「
花
鏡
』
に
、
　
　
「
至
り
た
る
」
手
の
能
を
ば
、
師
に
よ
く
習
ひ
て
は
似
す
べ
し
。
習
は
で
は
似
す
べ
か
ら
ず
。
上
手
は
、
は
や
極
め
畳
え
終
り
て
、
さ
て
、
安
　
　
き
位
に
至
る
風
禮
の
、
見
る
人
の
た
め
面
白
き
を
、
た
だ
面
白
と
ば
か
り
心
得
て
、
初
心
是
を
似
す
れ
ば
、
似
せ
た
り
と
は
見
ゆ
れ
共
、
面
白
　
　
き
感
な
し
。
一
（
前
掲
『
P
阿
彌
櫛
竹
」
九
，
．
一
頁
）
　
と
い
う
説
明
が
あ
る
、
注
（
砕
）
で
引
い
た
『
至
花
道
』
の
文
章
に
見
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
，
有
主
風
・
と
同
じ
境
地
を
指
L
た
ら
し
い
（
こ
れ
　
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
P
阿
．
彌
の
能
と
藝
論
』
二
．
四
⊥
．
，
四
五
頁
も
参
照
）
。
へ
舗
）　
前
掲
『
世
阿
彌
禰
竹
」
．
六
七
頁
。
（
3
7
）
　
な
お
、
こ
の
「
壽
輪
一
と
い
う
…
．
＝
口
葉
は
、
世
阿
彌
が
し
ば
し
ば
用
い
た
「
壽
福
」
と
い
う
一
．
．
一
［
葉
と
も
關
係
す
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
一
例
を
　
畢
げ
れ
は
、
『
風
姿
花
傳
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。
　
　
「
秘
義
云
、
抑
、
藝
能
と
は
、
諸
人
の
心
を
和
ら
げ
て
、
上
下
の
感
を
な
さ
む
事
、
壽
福
増
長
の
基
、
退
齢
延
年
の
方
な
る
べ
」
。
極
め
極
め
一58一
　
　
て
は
、
諸
道
悉
壽
福
延
長
な
ら
ん
と
な
り
．
。
」
（
前
掲
『
世
阿
彌
輝
竹
』
四
五
．
頁
）
　
　
日
本
思
想
大
系
の
補
註
、
一
三
に
い
う
よ
う
に
、
世
阿
彌
の
「
壽
福
」
が
、
「
純
濟
的
牧
入
．
一
と
い
っ
た
「
役
者
側
の
壽
福
」
よ
り
も
、
－
藝
能
は
衆
　
人
の
幸
福
増
進
に
寄
與
す
べ
き
で
あ
る
と
の
、
観
客
側
の
壽
福
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
n
．
た
と
す
る
と
、
爲
手
と
観
手
が
｝
鵠
と
な
っ
た
と
こ
　
ろ
で
成
就
さ
れ
る
一
‘
無
心
の
感
一
と
繋
が
り
を
持
つ
も
の
と
も
言
え
、
岬
竹
の
「
壽
輪
」
と
も
接
馳
を
持
つ
こ
と
な
ろ
う
。
（
3
8
）
能
勢
氏
は
、
「
上
二
．
花
一
を
「
上
三
輪
一
に
、
「
中
二
、
位
」
「
下
＝
．
位
」
を
、
像
輪
．
一
「
破
輪
」
に
配
當
す
る
「
至
道
要
抄
』
の
説
を
批
判
し
て
（
「
上
　
一
、
．
花
」
一
中
．
位
；
下
，
．
位
一
に
つ
い
て
は
、
註
（
4
1
）
を
参
照
）
、
思
想
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
「
中
．
一
位
」
中
の
「
淺
文
風
」
を
「
竪
輪
」
一
住
輪
一
　
の
．
，
輪
に
、
「
廣
精
風
一
「
正
花
風
一
と
「
上
．
、
一
花
」
中
の
「
閑
花
風
一
を
「
像
輪
」
に
、
残
る
一
，
寵
深
花
風
L
「
妙
花
風
」
の
．
一
つ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
　
「
破
輪
一
空
輪
一
に
配
す
べ
き
だ
と
論
じ
（
「
壽
輪
一
と
「
一
露
」
は
封
雁
す
る
も
の
な
し
と
す
る
）
、
更
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
　
　
「
か
よ
う
な
配
當
は
、
上
＝
．
輪
を
性
花
と
見
、
因
位
の
立
場
か
ら
、
最
も
高
い
位
置
に
考
え
た
結
果
、
こ
れ
を
九
位
の
上
三
花
に
配
し
た
の
で
　
　
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
九
位
習
道
次
第
は
、
修
行
實
践
の
功
を
積
ん
だ
所
の
結
果
の
位
付
け
で
、
果
位
の
立
場
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
輝
竹
　
　
の
配
當
が
當
を
失
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
」
（
「
六
輪
一
露
一
へ
昭
和
十
八
年
初
出
、
前
掲
『
能
勢
朝
次
著
作
集
」
第
五
巻
．
・
、
．
一
　
　
九
一
頁
）
　
　
こ
れ
に
封
し
て
、
六
輪
一
、
露
説
を
志
玉
注
に
沿
っ
て
、
『
起
信
論
』
の
如
來
藏
縁
起
説
に
基
づ
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
小
四
氏
は
、
　
　
「
．
‘
志
玉
加
案
一
に
よ
れ
ば
、
壽
輪
と
空
輪
が
本
費
（
如
來
位
）
、
竪
輪
が
究
菟
畳
（
菩
薩
の
質
位
）
、
住
輪
が
随
分
麗
へ
菩
薩
の
修
行
位
）
、
像
　
　
輪
が
相
似
轡
エ
〔
菩
薩
の
登
心
位
∴
蟹
覚
位
・
阿
羅
漢
位
）
、
破
輪
が
不
畳
（
凡
夫
位
）
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、
壽
輪
が
い
ち
ば
ん
　
　
高
く
て
、
だ
ん
だ
ん
下
っ
て
ゆ
き
、
破
輪
が
最
低
と
な
る
わ
け
で
あ
る
．
、
一
（
前
掲
『
能
樂
論
研
究
」
．
，
．
六
一
頁
）
　
と
、
言
い
、
輝
竹
の
配
當
に
問
題
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
　
　
「
輝
／
5
に
お
い
て
は
、
廣
精
風
と
か
強
細
風
と
か
の
「
風　
に
、
爾
様
の
意
味
が
あ
る
．
、
ひ
と
つ
は
、
段
階
的
な
藝
位
に
封
慮
す
る
風
躰
す
な
　
　
わ
ち
世
阿
彌
の
い
う
位
風
で
、
他
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
ら
の
位
風
を
含
み
な
が
ら
す
へ
て
を
ヒ
、
．
一
花
と
同
じ
に
演
じ
生
か
す
性
位
で
あ
る
．
、
六
　
　
輪
は
、
九
位
ぜ
ん
た
い
を
性
位
と
し
て
酷
系
化
し
た
も
の
だ
か
ら
、
下
．
二
輪
に
お
い
て
も
、
藪
位
と
し
て
の
高
低
は
無
い
．
し
か
し
、
性
と
付
　
　
を
分
け
て
考
え
る
な
ら
、
上
、
一
輪
に
お
い
て
も
藪
位
の
高
低
は
有
り
う
る
、
能
勢
説
は
、
位
風
と
し
て
の
九
付
で
六
輪
を
割
り
切
ろ
う
と
」
た
　
　
の
で
、
配
當
が
逆
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
（
前
掲
『
能
樂
論
研
究
』
．
一
六
四
．
‘
二
六
五
、
頁
）
59
　
L
か
し
な
が
ら
、
如
來
藏
縁
起
説
に
基
づ
い
て
六
輪
一
露
説
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
そ
の
も
の
は
、
伊
藤
氏
の
．
三
口
う
よ
う
に
成
り
立
ち
難
　
い
も
の
で
あ
る
し
、
『
起
信
論
」
の
説
の
配
當
も
確
か
な
根
櫨
を
有
す
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。
　
確
か
に
、
小
西
氏
の
い
う
よ
う
に
、
輝
竹
が
「
破
輪
」
に
「
下
三
位
」
を
當
て
な
ど
し
た
の
は
、
「
性
位
」
の
立
場
に
立
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
　
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
依
然
と
し
て
、
こ
の
配
當
に
は
大
き
な
問
題
が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
「
九
位
」
と
「
六
輪
一
露
」
の
両
者
は
必
ず
し
も
性
　
格
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
先
ず
、
「
九
位
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
性
格
は
極
め
て
曖
昧
で
明
確
に
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
そ
の
全
て
が
、
爲
手
が
辿
　
る
境
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
「
，
六
輪
一
露
．
一
の
場
合
、
「
上
三
輪
」
は
、
爲
手
の
至
り
得
る
最
高
の
　
境
地
を
示
す
二
つ
の
概
念
を
．
卜
敷
き
に
し
つ
も
、
そ
れ
を
理
念
化
し
、
昇
華
し
て
、
「
能
樂
の
理
想
・
目
標
」
と
い
っ
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
　
實
際
に
辿
る
べ
き
境
位
は
、
一
、
像
輪
」
一
，
破
輪
」
「
空
輪
一
の
三
輪
と
コ
露
」
と
で
表
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
輝
竹
の
よ
う
に
、
　
ニ
へ
輪　
露
L
の
｜
上
三
輪
一
を
「
九
位
一
の
「
上
二
．
花
一
に
當
て
る
こ
と
に
は
、
非
常
に
大
き
な
無
理
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
に
は
、
明
か
に
　
一
．
習
道
の
次
第　
と
「
習
道
の
構
造
」
と
の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
こ
う
し
た
こ
と
が
起
っ
た
理
由
と
し
て
、
上
に
見
た
よ
う
な
、
「
上
三
輪
」
と
い
う
概
念
の
由
來
が
絡
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
　
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
輝
竹
は
「
無
心
の
感
」
「
有
主
風
」
「
安
位
」
と
い
う
、
能
樂
に
お
け
る
最
高
の
境
地
を
示
す
三
つ
の
概
念
を
下
敷
き
　
に
L
て
「
上
三
輪
」
を
措
定
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
内
容
か
ら
言
っ
て
、
世
阿
彌
の
「
妙
花
風
」
や
「
、
閑
花
風
」
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
　
っ
た
か
ら
、
そ
の
關
係
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
3
9
）　
前
掲
「
世
阿
彌
輝
竹
』　
一
八
九
ー
一
九
〇
頁
。
（
4
0
）　
能
勢
氏
は
、
「
像
輪
一
を
「
物
ま
ね
を
幽
玄
と
い
ふ
統
合
原
理
に
よ
つ
て
、
優
美
な
「
能
の
物
ま
ね
」
た
ら
し
め
た
上
果
の
藝
位
を
示
す
も
の　
、
　
．
破
輪
、
を
「
閾
た
る
位
」
を
示
す
L
と
い
（
前
掲
『
能
樂
研
究
』
一
．
三
七
ー
、
三
．
八
頁
）
、
小
西
氏
は
「
像
輪
」
を
「
上
三
輪
が
無
文
幽
玄
の
　
位
で
あ
る
の
に
封
し
、
こ
れ
は
、
有
文
幽
玄
の
位
と
考
え
て
よ
い
」
と
し
、
「
破
輪　
に
封
し
て
は
「
こ
れ
が
蘭
位
に
あ
た
る
こ
と
は
、
疑
問
の
鹸
　
地
が
な
い
一
と
い
う
（
前
掲
『
能
樂
論
研
究
」
二
四
ー
二
四
六
頁
）
。
　
　
ま
た
、
伊
藤
氏
も
「
か
く
て
、
上
三
輪
が
具
酷
的
に
幽
玄
な
能
の
風
姿
を
と
る
と
き
、
そ
れ
を
像
輪
と
名
付
け
、
そ
の
か
た
ち
を
心
力
の
位
に
よ
　
（
．
て
は
ず
し
た
蘭
位
を
破
輪
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
」
、
あ
る
い
は
「
能
の
幽
玄
な
あ
ら
ゆ
る
風
髄
が
像
輪
に
示
さ
れ
、
關
位
に
至
っ
た
風
鰭
が
破
輪
一60一
　
に
象
徴
さ
れ
一
て
い
る
と
言
い
（
前
掲
『
金
春
岬
竹
の
研
究
』
∵
ハ
六
、
一
六
七
頁
）
、
竹
本
氏
も
「
像
輪
」
を
「
却
來
以
前
の
止
統
的
な
藝
風
に
　
相
當
す
る
概
念
」
、
－
破
輪
」
を
「
像
輪
の
止
統
に
封
す
る
異
風
の
藝
」
と
説
明
し
て
い
る
（
前
掲
『
岩
波
講
座　
能
・
狂
三
口
H
ー
能
樂
の
傳
書
と
　
藝
論
」
一
九
．
1
．
一
〇
頁
）
。
〔
4
1
）　
世
阿
彌
は
『
九
位
』
に
お
い
て
、
先
ず
、
能
樂
の
藝
境
を
、
　
　
⊥
三
花　
　
1
，
妙
花
風　
2
．
寵
深
花
風　
3
．
閑
花
風
　
　
中
三
位　
　
4
．
正
花
風　
5
．
廣
精
風　
　
6
．
淺
文
風
　
　
　
ド
ニ
位　
7
．
強
細
風　
8
．
強
鹿
風　
9
．
鹿
鉛
風
　
と
い
う
九
つ
に
分
け
た
上
で
、
　
　
「
但
、
此
中
．
一
位
よ
り
ヒ
、
．
、
花
に
至
り
て
、
安
位
妙
花
を
得
て
、
さ
て
却
來
し
て
、
下
一
．
位
の
風
に
も
遊
通
し
て
、
其
態
を
な
せ
ば
、
和
風
の
　
　
曲
讐
と
も
な
る
べ
し
。
然
共
、
古
來
、
上
、
一
．
花
に
上
る
堪
能
の
藝
人
共
の
中
に
、
ド
一
．
一
位
に
は
ド
ら
さ
る
爲
手
ど
も
あ
り
し
な
り
．
是
は
、
，
大
　
　
象
兎
蹟
に
遊
ば
ず
一
と
云
本
文
の
如
し
、
愛
に
中
初
・
上
中
・
下
後
ま
で
を
悉
く
成
し
事
、
亡
父
の
藝
風
に
な
ら
で
は
見
え
ざ
り
し
な
り
。
」
　
　
（
前
掲
『
世
阿
．
彌
縄
竹
』
一
七
六
1
，
七
．
頁
）
　
と
い
う
、
つ
ま
り
、
能
樂
の
修
行
は
、
中
＝
．
位
よ
り
上
二
．
花
に
至
り
、
そ
の
後
、
「
却
來
一
し
て
、
下
一
．
位
を
究
め
ね
は
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
あ
っ
　
て
、
要
す
る
に
「
却
來
一
と
は
、
い
っ
た
ん
最
高
位
の
境
位
で
あ
る
妙
花
風
に
昇
り
つ
め
、
幽
玄
を
極
め
た
後
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
幽
玄
な
　
ら
ざ
る
藝
を
高
い
境
位
の
ま
に
演
ず
る
と
い
う
こ
と
を
い
う
。
こ
の
「
却
來
」
と
い
う
思
想
そ
の
も
の
は
、
『
至
花
道
」
の
「
閑
位
一
と
い
う
考
　
え
方
の
自
ず
か
ら
す
る
隔
結
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
な
お
、
「
関
位　
の
護
展
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、
も
う
一
つ
、
「
九
位
』
で
説
か
れ
る
「
寵
深
花
風
」
が
あ
る
が
、
小
西
氏
は
、
そ
れ
と
却
來
後
に
　
一
下
．
、
一
位
一
を
行
な
う
藝
と
の
相
違
を
、
「
寵
深
花
風
に
含
ま
れ
る
非
幽
玄
は
、
部
分
的
な
「
わ
ざ
」
の
問
題
だ
け
れ
ど
、
下
＝
．
位
の
非
幽
玄
は
、
曲
　
　
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
全
鵠
的
な
性
格
だ
と
も
い
え
よ
う
」
と
説
明
し
て
い
る
（
前
掲
］
．
能
樂
論
研
究
」
一
．
二
．
頁
）
。
一一 U1一
【
附
記
1
】　
本
拙
稿
に
お
い
て
用
い
た
圓
は
、
以
下
の
諸
文
献
よ
り
輔
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
　
『
六
輪
一
露
之
記
」　
國
文
學
研
究
資
料
館
『
金
春
輝
竹
自
筆
能
樂
傳
書
』
國
文
學
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
二
、
汲
占
書
院
、
平
成
九
年
）
　
　
正
教
藏
本
［
］
六
輪
尺
』
　
落
合
博
志
「
西
教
寺
正
教
藏
本
『
六
輪
尺
」
に
つ
い
て
　
　
紹
介
と
研
究
」
（
「
能
樂
研
究
」
＝
二
、
昭
和
六
二
年
）
寛
正
本
・
文
正
本
「
秘
注
』
表
章
・
加
藤
周
一
『
世
阿
彌
輝
竹
』
（
日
本
思
想
大
系
二
四
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
）
　
吉
田
文
庫
藏
本　
表
章
・
伊
藤
正
義
校
注
『
金
春
古
傳
書
集
成
』
（
わ
ん
や
書
店
、
昭
和
四
年
）
【
附
記
2
】　
下
篇
の
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
ド
篇
目
次
（
豫
定
）
　
　
二
、
世
阿
彌
の
藝
道
論
と
六
輪
一
露
説
（
承
前
）
　
　
　
　
c
，
「
空
輪
」
と
「
向
去
却
來
」
　
　
三
、
岬
竹
の
濁
自
性
と
そ
の
由
來
　
　
　
　
a
．
思
想
の
圓
式
化
　
　
　
　
b
．
「
一
露
」
の
由
來
　
　
四
、
輝
竹
と
輝
と
の
關
係
　
　
　
　
a
．
輝
竹
と
輝
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
認
識
の
饗
化
　
　
　
　
b
，
欄
僧
と
の
交
流
と
六
輪
一
露
説
　
　
五
、
縄
思
想
か
ら
見
た
六
輪
一
露
説
　
　
　
　
a
．
『
十
牛
圖
』
と
の
類
似
　
　
　
　
b
．
世
阿
彌
・
縄
竹
と
「
牧
牛
圓
」
　
　
　
　
c
，
輝
思
想
か
ら
見
た
「
；
路
」
の
意
味
　
　
六
、
六
輪
一
露
説
の
成
立
と
愛
質
　
　
　
　
a
．
六
輪
一
露
説
「
原
案
」
の
意
味
と
形
成
過
程
一62一
b
．
C
六
輪
一
露
説
の
愛
遷
六
輪
一
露
説
の
愛
化
が
意
味
す
る
も
の
む
す
び
63一
